
２００１８ＷＣスペイン大会（ＳＧＭ）戦評記録 

○ 予選リーグ出場国     

Ａプール ・ドイツ ・オーストラリア ・スコットランド ・アルゼンチン  

・イタリア ・南アフリカ 

Ｂプール ・オランダ ・イギリス ・日本 ・ベルギー ・ウェールズ 

 

予選リーグ 

 【第１試合】６月２１日（ＳＧＭ） 対 ベルギー １９：４５  晴   ピッチ２ 

  今大会の目標である『ベスト８以内』を果たす為には絶対この初戦に勝たねばならな

い試合であった。   

 夕方遅い時間からの試合であり暑さはあまり感じない最高のコンディションでＷＣ初戦

の試合がスタートした。開始早々から日本ペースで進み、幾度となく相手陣内に攻め込

むが決定力を欠きなかなか得点に結びつかない。１Ｑは無得点のまま終了。２Ｑに入っ

ても日本ペースで試合は進む。２２分、２３ヤード付近からサイクル内に縦パスを送り

森阪のタッチシュートが決まったかに思われたがノーゴールと判定される。しかし、 

２６分右からサークル内にドリブルで持ち込みシュート、リバウンドを森坂が押し込み

今大会待望の先制点を上げる。前半１－０とリードして終了。後半に入っても日本の攻

撃は続くが得点には至らない。５１分ようやく宮本がＰＣからサークルトップでパスを

受け、ドリブルで右からサークル内に持ち込みクリーンシュートようやく追加点を上げ

る。３Ｑを２－０で終了。４Ｑに入ると飛ばしすぎて、日本の足が止まり、ベルギーに

再三攻め込まれる展開となる。６０分ＰＣからＤＦの足に当たりＰＳとなり１点を返さ

れる。さらに６４分、サークル内に縦パスを通されシュート２点目を取られ２－２とな

る。流れはベルギーペースとなり日本は防戦一方となる。６９分ドリブルでサークル内

に持ち込まれシュートしたボールをＧＫ前でタッチシュートされ逆転を許す。そのまま

２－３でゲーム終了。 

 初戦勝てるゲームを落としてしまった。敗因は体力不足（ペース配分）。戦術の失敗であ

る。悔いの残るゲームであった。しかしながらこの敗戦の教訓は過去最高成績を収める

原動力となった。 

（敗北を知っているから、勝利は素敵なものなのだ：マルコムーフォーブス） 

  

          ０－０ 

１－０                 

日 本 ２  １－０  ３ ベルギー   

         ０－３ 

 

【第 2試合】６月２３日（ＳＧＭ） 対 イングランド ９：３０ 晴  ピッチ３   

 前回優勝チームイングランドとの対戦。格上のチームで「実質的な試合時間を少なく

しようと」作戦を立てて、試合に臨んだが、試合開始よりイングランドのパス、ドリブ

ルに日本チームはなかなか対応できず一方的なゲームである。７分サークルトップより

クリーンシュートを決められ１点を先制される。なおも厳しい攻撃は続くが日本も必死

で守り１Ｑ は０－１で終了する。２Ｑに入っても日本は引きぎみに試合するためなか

なか攻撃に結びつかず２Ｑ４点を取られ前半５－０で終了。後半に入りＦＷ３人をトッ

プに残しカウンターを狙う作戦を取り徐々に日本も反撃できるようになる。その結果３

Ｑは失点１と最小限にとどめられた。４Ｑに入ると日本も相手サークル内に入り込める



攻撃が出来るようになり６０分周々木のタッチシュートで待望の１点を取ることが出来

た。しかし１点を追加され７－１で試合終了。技術、戦略、体力共にイングランドの強

さを見せつけられた試合となったが１得点は金星である。これほどまでに得点されたの

は、試合開始前親指を骨折した筒井の負傷は痛かった。（７点ともすべて FG） 

         ０－１ 

         ０－４ 

日 本 １  ０－１   ７ イングランド 

         １－１                 

 【第３試合】６月２５日（ＳＧＭ） 対 オランダ １４：１５ 晴れ  ピッチ１ 

イングランドに続く格上のチーム「実質的な試合時間を少なくしようと」作戦を立てて、

試合に臨んだが、開始早々からオランダのパス、ドリブル、走力になかなか対応できな

い。オランダの多彩な攻撃に１Ｑ２点、２Ｑ２点を与え０－４で前半を終了。後半に入

ってもオランダのペースは変わらずパス回しについて行けない。しかし日本も関谷、松

本、妹背を中心に何とか攻撃を試みるがパスがつながらない。３Ｑを何とか０に抑える

が、４Ｑに入り１点を加点され試合終了。０－５で敗戦。 

          ０－２ 

          ０－２ 

  日 本 ０   ０－０   ５ オランダ 

          ０－１ 

【第４試合】 ６月２６日 （ＳＧＭ ）対ウェールズ １２：３０ 晴れ ピッチ４ 

 今大会ベスト８位以内を果たすには２点差以上で勝たねばならない大切な予選リーグ最

終戦の試合であった。しかし、ＰＣから２９分先制点を上げられたがトーナメント進出

のためにと必至で対応し４６分新井のＦＧで同点に追いつく。しかし、最後は４７分 

ＰＳから決勝点を与え試合終了。これでグループ５位となり９位～１１位決定戦に回る。

気持ちを切り替え残り２試合全力で勝利を目指して進む。 

０－０ 

          ０－１ 

   日 本 １  １－１  ２ ウェールズ 

          ０－０ 

≪予選リーグ成績表≫ 

 

  日 本 ウェールズ イングランド オランダ ベルギー  

日 本   

 

  × 

１－２ 

  × 

１－７ 

  × 

０－５ 

  × 

２－３ 

５位 

ウェールズ    ○ 

２－１ 

    × 

１－２ 

  × 

０－５ 

   ○ 

１－０ 

３位 

イングラン

ド 

   ○ 

７－１ 

   ○ 

２－１ 

        ○ 

２－１ 

   ○ 

７――０ 

１位 

オランダ     ○ 

５－０ 

   ○ 

５－０ 

 

  × 

１－２ 

     ○ 

４－０ 

２位 

ベルギー    ○ 

３－２ 

  × 

０－１ 

  × 

０－７ 

  × 

０－４ 

  ４位 



              ≪９位～１１位決定戦≫  

【第５試合】６月２８日 （ＳＧＭ ）対アルゼンチン １０：４５  晴  ピッチ１ 

 ＳＧＭ今大会初勝利を目指してスタート。開始早々から日本ペース試合は展開された。

２分相手ミスによりＰＣを取得しシュートするが枠をとらえることが出来ず得点には至ら

ない。１Ｑは再三相手陣内に攻め込むが決定力に欠き得点できない。前半０－０で後半３

Ｑに入りようやくサークル内の混戦から３７分周々木が押し込み先取点を上げる。後半に

入っても日本ペースで試合を進むがなかなか追加点を上げることが出来ない。４Ｑに入り 

６７分関谷が中央よりドリブルで持ち込みサークルトップよりリバースシュート、ＧＫの

下を抜けて得点、ようやく追加点を上げる。終了間際の６９分森坂が右からドリブルで持

ち込みクリーンシュート決定的な３点目を上げ３－０で終了。今大会初勝利を挙げ、 

９位・１０位決定戦に進む。 

        ０－０ 

 日 本 ３  ０－０  ０ アルゼンチン（Ａ組６位） 

        １－０ 

        ２－０ 

≪９位～１０位決定戦≫ 

【第６試合】６月２９日 （ＳＧＭ） 対イタリア ２０：００ 晴れ  ピッチ３   

 今大会最終戦となったこの試合、勝って日本に帰りたい思いで臨んだ。開始早々から

一進一退の攻防が続く。２Ｑの３１分サークル内の混戦から先制点を与えてしまう。 

嫌な予感がしたが、３Ｑに入り流れを変えたい日本はＤＦに怪我をしている筒井をいれ

ＤＦの安定を図った。これが功をそうし、日本ペースで試合が進むようになり 40分ＰＣ

から宮本の同点シュートで追いつく。しだいにイタリアの足が止まり日本の一方的な試

合となり４５分ＰＣから関谷のシュートで逆点し、５３分宮本のＰＣが決まり３－１と

突き放し試合終了。今大会２勝目、９位で全試合終了した。 

          ０－０ 

          ０－１ 

    日本 ３  ２－０   １ イタリア（Ａ組５位） 

         １－０ 

≪SGM総 括≫ 

 ＪＧＭＡ会員中２０１８年WCバルセロナ大会 SGM選手対象者は２１名だが病気 

怪我、その他の事情で 11名になり、必死の勧誘活動により VGMのよき理解者４名と 

特例 UAの GKに助けられ何とか１６名で編成した苦難の出発でしたが、各選手が 

自覚と責任を全うされ平均年齢が高いチームながら、１１か国中、目標の８位以内 

に届かなかったが２勝を挙げ過去最高９位をとなった。しかも全得点１０点、全失点 

１８点得失点差８点という、偉業を成し遂げたことは、SGMの功績と感謝する。 

高齢者選手の層が非常に薄いので、今後の大会にも SGM及び VGMは代表選手を 

選考するのに、今回と同じような状態になることを危惧する。そのために少数でも 

戦えるような仕組み作りを早急に取り組まないといけない。 

終わりに１０得点選手を挙げ祝福し、全員で得点に寄与して頂いた全選手に感謝。 

（宮本３ＰＣ・周々木２ＦＧ・森坂２ＦＧ・関谷２ＰＣ，ＦＧ・新井１ＦＧ） 

≪日本 SGM総評＆今後の課題≫ 

選手不足による選手層の問題、基本的フォーメイションの確立、技術 UPのための 

準備トレーニング活動。 

                        ＳＧＭ 主将 宮本 隆三 


